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大
岳
山
―
馬
頭
刈
尾
根

大
岳
山
は
標
高

一
二
六
七
層
、
古
く
か
ら
奥
多

摩
の
名
山
と
し
て
知
ら
れ
、
東
京
付
近
に
住
む
人

は
だ
れ
し
も
が

一
度
は
登
る
山
で
あ
る
。
筆
者
の

住
む
小
田
急
沿
線
か
ら
も
奥
多
摩
の
山
々
を
な
が

め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
大
岳
山

は
力
強
く
そ
び
え
立
つ
独
特
の
山
容
で
、
ひ
と
き

わ
目
立
っ
て
見
え
る
。
空
気
の
澄
ん
だ
冬
の
天
気

の
日
な
ど
、
思
わ
ず
登
っ
て
み
た
い
誘
惑
に
か
ら

れ
る
、
そ
ん
な
山
で
あ
る
。

さ
て
、
大
岳
山

へ
登
る
コ
ー
ス
は
、
御
岳
山
か

ら
、
馬
頭
刈
尾
根
か
ら
、
鋸
尾
根
か
ら
、
神
戸
岩

か
ら
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
冬
な
ら

で
は
の
楽
し
い
コ
ー
ス
を
紹
介
し
よ
う
。

冬
の
奥
多
摩
は
雪
が
降
り
、　
一
、
二
月
の
北
面

に
は

一
〇
′
二
〇
一一ン
の
積
雪
が
あ
り
、
手
ご
ろ
に

雪
の
感
触
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
対
照
的
に

南
面
は
日
射
し
を
浴
び
て
、
落
葉
の
道
を
の
ん
び

り
歩
く
と
い
う
、
楽
し
い
山
行
が
で
き
る
。
こ
こ

で
紹
介
す
る
鋸
尾
根
ぞ
馬
頭
刈
尾
根
は
ま
さ
に
そ

の
二
つ
の
変
化
に
富
ん
だ
、
楽
し
い
コ
ー
ス
で
あ

る
。立

川
発
七
時
過
ぎ
の
奥
多
摩
行
電

車

に
乗

れ

ば
、
九
時
前
に
は
歩
き
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

奥
多
摩
駅
か
ら
出
て
左

へ
大
通
り
を
ま
っ
す
ぐ
も

ど
り
、
昭
和
橋
を
渡
っ
た
所
に
神
社
が
あ
り
、
こ

こ
の
境
内
を
登
っ
て
い
く
。
間
も
な
く
愛
宕
神
社

の
急
な
階
段
登
り
に
か
か
る
。
こ
こ
の
階
段
は
雪

が
吹
き
だ
ま
り
に
な
り
や
す
い
か
ら
慎
重
に
登
ろ

う
。
神
社
で
一
息
つ
い
た
ら
鋸
尾
根
を
ひ
た
す
ら

登
っ
て
い
く
。
天
気
の
よ
い
日
は
所
々
展
望
に
恵

ま
れ
、
北
に
川
苔
山
、
蕎
麦
粒
山
が
間
近
く
見
え

る
。
高
度
を
上
げ
る
に
つ
れ
て
鷹
ノ
巣
山
か
ら
雲

取
山
ま
で
見
え
出
す
の
で
楽
し
い
。

天
地
山
の
三
角
点
を
過
ぎ
、
鋸
山
を
下
る
と
御

前
山
か
ら
の
縦
走
路
に
出
会
い
、
な
だ
ら
か
な
道

と
な
る
。
最
後
の
大
岳
山

へ
の
登
り
は
急
坂
で
あ

る
。
こ
こ
を
ひ
と
が
ん
ば
り
す
る
と
、
待
望
の
大

岳
山
頂
に
着
く
。
こ
の
山
頂
は
展
望

絶
佳

の
地

で
、
冬
の
天
気
の
よ
い
日
に
は
奥
秩
父
の
連
山
か

ら
丹
沢
、
富
士
山
ま
で
白
い
雪
を
い
た
だ
い
　
御
岳

た
姿
を
な
が
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
ま
で
で
雪
を
踏
む
行
程
を
終
わ
り
、

今
度
は
冬
の
日
ざ
し
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
た

馬
頭
刈
尾
根
の
下
り
に
か
か
ろ
う
。
御
岳
山

へ
向
か
う
急
坂
を
ち
ょ
っ
と
下
る
と
大
岳
小

屋
が
あ
り
、
こ
こ
で
馬
頭
刈
尾
根

へ
の
道
と

御
前
山

へ
の
道
が
分
か
れ
る
。
午
後
遅
い
よ

う
だ
っ
た
ら
そ
の
ま
ま
御
岳
山

へ
の
道
を
た

ど
る
と
、
御
岳
山
駅
ま
で
一
時
間
半
で
着
く

御
岳
山
駅
か
ら
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
滝
本

ヘ

下
り
、
バ
ス
で
御
岳
駅

へ
出
る
。

日
帰
リ

さ
て
、
時
間
に
余
裕
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
馬
頭
刈

尾
根
を
下
っ
て
み
よ
う
。
大
岳
小
屋
か
ら
横
に
巻

き
ぎ
み
の
道
を
行
く
と
尾
根
の
下
り
に
か
か
る
。

日
ざ
し
を
浴
び
て
落
葉
を
踏
み
、
ま
こ
と
に
気
持

ち
よ
い
。
大
怒
田
山
を
越
え
る
と
間
も
な
く
岩
登

り
の
グ
レ
ン
デ
、
ツ
ヅ
ラ
岩
が
見
え
て
く
る
。
ツ

ヅ
ラ
岩
を
下
か
ら
仰
ぎ
な
が
ら
通
り
過
ぎ
る
と
す

ぐ
道
は
分
岐
す
る
。
ま
っ
す
ぐ
行
く
と
馬
頭
刈
山

の
登
り
と
な
る
が
、
時
間
も
遅
く
な
る
の
で
、
右

の
コ
ー
ス
を
千
足

へ
下
る
こ
と
に
す
る
。
最
初
は

急
下
降
な
の
で
滑
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
よ
う
。

急
坂
を
下
り
切
る
と
千
足
沢
に
出
会
う
。
こ
こ
か

ら
は
沢
沿
い
の
楽
な
道
と
な
る
。
ツ
ヅ
ラ
岩
か
ら

一
時
間

一
〇
分
程
度
で
千
足
の
バ
ス
停

へ
出
る
。

バ
ス
停
か
ら
五
日
市
行
の
バ
ス
に
乗
り
、
こ
の
山

行
は
終
り
と
な
る
。
　
　
　
　
（藤
井
諭

・
記
）

▼
コ
ー
ス
タ
イ
ム

青
梅
線

・
奥
多
摩
駅

（三
〇
分
）
愛
宏
神
社
（
一
時
間
）

天
地
山
（二
五
分
）
鋸
山
（
一
時
間
三
０
分
）
大
岳
山

（
一

〇
分
）
大
岳
小
屋

〈
一
時
間
）
ツ
ゾ
ラ
岩

（
一
時
間

一
〇

分
）
千
足
バ
ス
停

（バ
ス
四
〇
分
）
五
日
市
線

・
武
蔵
五

日
市
駅

養

沢

十
里
木

884

||ヘ

滝

本

ヘ

五日市ヘ

白

倉

尾

○ 国 産 オ反.ヤ マ ハ 、カ ザ マ 、小 賀坂

O車月)入板  K2、 ロ シ ニ ヨ ~ル 、 フ ィ ッシ ヤ ー

(3)ウ ェア ー フザ ル プ 、ア デ イダ ス 他

(D冬 山 用 品 も豊 富 に揃 えて あ ります

〇 オ リジナ ル 手 縫 登 山靴 ドイ ツ 皮 ¥2フ ′OOO

“千 葉 唯 一 、 山 とス キ ー の 専 門 店 "

C)ス キ ー 靴  カ ス テ ィ ン ガ ート _ガル モ ン ト、
カ ベ ール 、 口ご チ ェ ス 、ヘ ル ト
他 国 産 品 多 数

〇 ネ バ ダ 、マ ー カ ー 、 プ レー ト式 各 種 品揃 え

〇 ザ ッ ク は特 に 豊 富 に揃 え て あ り ます

東京電力 そごうデパート

ル t″

'76スキー用 品 販 売 中

駅前通 り

颯鍮スポーツ
lEI,0472 (24)2370

交

至成 田

千 葉 市 富 士 見 1～ 8～ 9

Ц饉

チヤマスポーツ

く千 葉 県 山岳 連 盟 推 薦 店 >
く千 葉 市 山岳 協 会 指 定 店 レ

り2分

115

馬
頭
刈
尾
根
よ
り
大
岳
山
を
望
む

五
万
分
の

一
地
図

「
五
日
市
」


